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発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針改訂に際しての申し入れ

発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針が1981年から20年ぶりに改定される方針であることが新

聞報道されています。兵庫県南部地震直後の耐震安全性検討会報告書では現行指針の「妥当性が損なわ

れるものではない」との結論でしたが、現行指針が地震学界の定説から乖離し、地震の危険性を過小評

価する耐震設計審査指針になっていることは誰も否定できない事実です。審査指針改定に際して、以下

の点を申し入れますので、真摯に対応して下さるよう強く求めます。

１．「タービン建屋は破壊されてもよい」という手抜きの耐震設計をやめて下さい。

発電用原子炉施設の 、 、 、 クラスへのクラス分類は「上位の分類に属するものは下位の分類As A B C

に属するものの破損によって波及的破損が生じないこと」が前提となっています。しかし、現行指針に

はこの前提を実証する方法が定められておらず、実証可能か否か不明です。実証できない以上、このよ

うな重要度分類をやめるべきです。

２．すべての活断層を耐震設計で考慮して下さい。

多くの地震が、活動度が低く見つけにくい ・ 級活断層で生じているにもかかわらず、現行指針でB C

は、設計用最強地震として、活動度の高い 級活断層のうち１万年前以降に活動したものだけを考慮A

しています。これを改め、設計用最強地震として、活動度や過去の活動歴によらず、すべての活断層を

考慮して下さい。

３．いつどこで起きても不思議でないマグニチュード7.2の直下地震を考慮して下さい。

現行指針では設計用限界地震の中でマグニチュード6.5の直下地震を考慮していますが、これをマグ

ニチュード7.2とし、設計用最強地震の中でこれを考慮して下さい。

４．活断層による地震だけでなく、現行指針では考慮されていないスラブ内地震やプレート境界地震を

考慮して下さい。

５．活断層による地震動の過小評価を改めて下さい。

現行指針では、地表活断層の長さからマグニチュードを推定し、活断層の長さの中央位置から敷地ま

での距離で地震動の距離減衰を評価し、「震央域外縁距離内」の震源域（マグニチュード７で10 圏km

内）では地震動の大きさ（最大速度）は変わらないとし、最大速度を打ち切っています。最新の知見に

従い、下記のように、これらを全面的に改めて下さい。

(1)現行指針で採用されている地表活断層の長さから起こりうる地震の規模を推定する松田式は、地震

規模の過小評価になっています。松田氏自身がこの式を訂正しています。地表活断層はマグニチュード

７程度以上の地震活動の結果であるとの地震学界での定説に従い、地表に活断層が発見された場合には、

その長さによらずマグニチュード７程度以上の地震を考慮して下さい。また、隣接した活断層の地下で

の連動を想定し、地表の活断層または活断層群から地震の規模を安全側に見積もる設計用の推定式を設

定して下さい。



(2) 現行指針で採用されている震源距離から地震動の最大速度を推定する金井の距離減衰式は地震動を

過小評価しており、これを補うために福島の断層距離による距離減衰式も使われるようになっています。

断層上の地震動および震源近傍や震央近傍での地震動の評価は未だ不確定ですが、現行指針の最大速度

の距離減衰式を安全側に大幅改定して下さい。とくに、「大崎の方法」による震央域外縁距離（Δ

）内の最大速度の打ちきりは廃止して下さい。また，最新の強振動実測値を定量的に再現できるNEAR

強振動予測法を開発し，採用してください。

(3)設計用応答スペクトルは「大崎の方法」によっていますが、兵庫県南部地震のデータによれば、長

周期側では明らかに過小評価になっています。短周期側でも、断層モデルのパラメータ設定にも依存し

ますが、断層モデルより大幅な過小評価になっています。近距離地震における応答スペクトルを大幅に

改定してください。

(4)応答スペクトルに合うように合成される模擬地震波として、現行指針のように広い周期範囲でフィ

ッティングさせるだけでなく、卓越周期が短周期側および長周期側に偏った模擬地震波をも生成し、耐

震性を評価して下さい。

(5)現行指針では上下地震動を鉛直地震荷重として静的に考慮しているにすぎません。また、鉛直地震

荷重を水平地震荷重の12しか考慮していません。水平地震動と同等の大きさの上下地震動を同時に不/

利な方向で作用させる３次元の動的解析を義務付けてください。また、３次元の模型震動台による震動

実験の結果を指針見なおしの根拠の一部とするのであれば、兵庫県南部地震における芦屋浜のマンショ

ンや阪神高速鉄道高架橋等で発生した厚肉鋼柱の剪断破壊や鉄筋コンクリート柱の衝撃座屈を再現し、

その地震波を使って振動実験を行って下さい。

(6)兵庫県南部地震では高架橋鉄筋コンクリートの衝撃座屈が発生しています。この衝撃破壊を耐震設

計審査指針に取り入れて下さい。とくに、燃料棒集合体や制御棒駆動機構等が衝撃座屈で破壊され、核

反応を停止できない事態が危惧されますので、これが生じないことを実証して下さい。

６．原発の老劣化を考慮した耐震設計にして下さい。

現行指針では、耐震設計に際して「妥当な安全余裕を有していること」とされていますが、この「妥

当な安全余裕度」を定量的に示して下さい。また、発電用原子炉施設の老朽化に伴う建物・構築物の劣

化、機器・配管系の劣化、両者をつなぐ部品の劣化を考慮して下さい。

７．軟弱地盤への原発立地を認めないで下さい。

免震・制振構造が炉心冷却システムに与える影響に関する実証試験データの積み重ねがなされ、地震

時の安全性が実証されない限り、これらを商業発電用原子力施設に採用するのはやめて下さい。また、

第四紀層地盤への商業用原子力発電所の立地は、建物と地盤の相互作用や地盤の不均質性・地耐力に問

題があり、導入しないで下さい。また、地下立地や人工島式海上立地も認めないで下さい。

８．地震による津波の影響を評価するための具体的な指針を明記して下さい。

９．現行指針で用いられている「工学的判断」という定性的で曖昧な表現を廃止し、科学的でわかりや

すい定量的な表現に改めてください。
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